
掘っちょる山口
- 時をもどそう -

山口県埋蔵文化財センター第50回展示

令和 2 年度発掘調査の成果等
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（美祢市）

　堀の内遺跡は、美祢市秋芳町岩
いわながほんごう

永本郷 東
ひがし

地区にあ

ります。弥生時代後期と平安時代末～鎌倉時代、及び

江戸時代の遺跡です。

　今回の調査で、弥生時代後期の円形竪
たてあな

穴住居が見つ

かっています。床面でたくさんの炭化材や焼
しょう

土
ど

が見つ

かり、この住居が焼失したことがわかりました。平安

時代末から鎌倉時代においては、掘
ほったて

立 柱
ばしら

建物や、多

量の土器が捨てられた穴が見つかりました。この穴か

らは土
は じ き

師器の皿・杯
つき

・椀
わん

とともに、中国製の青
せい

磁
じ

・白
はく

磁
じ

の椀
わん

や皿も出土しています。近畿方面から持ち込ま

れた灰色の土器（瓦
が き

器椀）もたくさん見つかりました。

　そのほかに、鉄
てつぞく

鏃や鍛
か じ

冶関連の遺物も見つかってお

り、岩永地区の文
ぶんけん

献史料を補う貴重な成果を得ること

ができました。

堀
ほり

の内
うち

遺
い

跡
せき

多量の土器が出土した穴

掘立柱建物

西上空から見た調査地
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（田布施町）

　助本遺跡は、山口県東部、田布施町のほぼ中央部に

位置し、才
さい

賀
が

川にのぞむ標高約20～ 21ｍの丘陵のふ

もとに立地しています。

　調査区内では、平安時代から鎌倉時代の掘
ほったて

立柱
ばしら

建物

１棟、溝３条、土
ど

坑
こう

４基、柱穴約130個の遺構が見つ

かりました。また、弥生時代、古墳時代、平安時代から

江戸時代にかけての石器、土
は じ き

師器、須
す え き

恵器、輸入陶磁器、

瓦
が

質
しつ

土器、石製品、鉄製品などが出土しました。その

ため、助本遺跡が平安時代から江戸時代にかけて営ま

れた集落の一部であることが明らかとなりました。なお、

検出した遺構の中で特殊なものに火
か

葬
そう

土坑と考えられ

る穴があります。穴の内部からは多量の炭化物や炭化材

のほか、火をうけた数
じ ゅ ず

珠玉
だま

や鉄
てつくぎ

釘、儀
ぎ

礼
れい

で用いた土師器

の杯
つき

、さらにはごく少量の骨細片も出土しました。

助
すけもと

本遺
い

跡
せき

掘立柱建物全景

土坑１の炭化物出土状況

東上空から見た調査区全景
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（田布施町）

　森永遺跡は、助本遺跡から約 300 ｍ離れた標高約

20 ｍ付近の丘陵のふもと近くにあります。調査の結

果、古墳時代以降の土
ど

坑
こう

１基、性格不明遺構１基、柱

穴約 40 個などの遺構が見つかりました。

　遺物包含層からは、弥生時代の土器や石器、古墳時

代の土
は じ き

師器や木製品、平安時代から室町時代にかけて

の土器などが出土しました。特にトレンチ（試掘溝）

１の暗青灰色粘土から出土した古墳時代の木製の平
ひらぐわ

鍬

は、当時の農具を知る上で貴重な資料です。

　調査区内の地山は北および東に向かって傾斜し、堆
たいせき

積

層の厚さも比例して厚くなっていました。中でも暗青灰

色粘土の遺物包含層は、湿地の堆積土で、水気を含んで

いたため、木製品は腐
くさ

らず、土器の摩
ま

滅
めつ

や風化が見られ

ず、捨てられた当時のままの状態が保たれていました。

森
もり

永
なが

遺
い

跡
せき

トレンチ１土器・木製品出土状況

トレンチ３北端土器出土状況

南上空から見た調査区全景

トレンチ１

トレンチ３
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プ
レ
イ
バ
ッ
ク
ま
い
ぶ
ん　
（
昭
和
55［1980

］年 

～ 

平
成
３［1991

］年
）

〔特集展示〕 プレイバックまいぶん

　山口県埋蔵文化財センターは、昭和 55（1980）年に

開館し、その後平成を経て令和の世を迎え、現在に至

ります。そしてその間、当センターは多くの貴重な発

見により山口県の歴史解明に貢献してきました。

　本特集展示ではこれまで調査した延べ約 280 遺跡の

中から９遺跡（★印の遺跡）を選び、代表的な出土品

を展示して各遺跡のもつ重要性を解説するとともに調

査当時の時代背景を振り返ります。

山口盆地で前方後円墳発見（1981 ★朝田墳墓群［山口市］）

環濠と墓域を伴う高地性集落（1985～86 ★岡山遺跡［周南市］） 本州で唯一の石鍋生産遺跡（1986 ★下請川南遺跡［宇部市］）

弥生人の顔（1988 ★綾羅木郷台地遺跡［下関市］） ３重の濠で守られた高地性集落（1988 清水遺跡［岩国市］）

未盗掘の中期前方後円墳（1990 妙徳寺山古墳［山陽小野田市］） 銅生産に関わるムラ（1991 国秀遺跡［美祢市］）
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プ
レ
イ
バ
ッ
ク
ま
い
ぶ
ん　
（
平
成
４［1992

］年 

～ 

平
成
12［2000

］年
）

国内最大の分銅形土製品（1993 ★明地遺跡［田布施町］） 再び姿を現した天守台（1994 岩国城跡［岩国市］）

高杉晋作が使った茶碗か？（1995 奇兵隊陣屋跡［下関市］） 山口湾を見下ろす群集墳（1996 ～ 97 大浦古墳群［山口市］）

県内最大級の弥生集落（1997 ～ 2003 ★吉永遺跡［下関市］） 江戸時代のくらしがわかる（1997～2004 ★萩城跡外堀地区［萩市］）

「海城」の全貌が明らかに（1998 上関城跡［上関町］） ついに瓦質土器生産地が判明（2000 原遺跡［防府市］）
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プ
レ
イ
バ
ッ
ク
ま
い
ぶ
ん　
（
平
成
13［2001

］年 

～ 

令
和
２［2020

］年
）

長州藩の大砲はここでつくった（2000～01 郡司鋳造所跡［萩市］） 海辺にほうむられた弥生人（2001 武久浜墳墓群［下関市］）

地下４mに眠る縄文の品 （々2005 ～ 09 ★田ノ浦遺跡［上関町］） 佐波川中流に弥生の見張り台（2006～07 真尾猪の山遺跡［防府市］）

県内最大級の中世集落（2007 ～ 09 ★上り熊遺跡［防府市］） 県内初の古代銅印（2012 尾尻遺跡［田布施町］）

土石流にうもれた中世寺院（2016 ～ 17 阿弥陀寺［防府市］）

■開館時間　 午前８時30分～午後５時

■休 館 日　 土・日曜日、国民の祝日、

　　　　　　 年末・年始

■入 館 料　 無料

利用案内


